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「
一
体
改
革
」と

　
　
　

私
た
ち
の
対
案
⑥

下
関
市
立
大
学
准
教
授
・
関
野
秀
明減

税
分
は
価
格
の
０
・
25
％

財
界
は
高
利
益
率
で
国
際
競
争
を

　

法
人
税
率
の
引
き
上
げ

や
、
大
金
持
ち
へ
の
増
税
を

提
案
す
る
と
、「
大
企
業
や

金
持
ち
は
外
国
に
逃
げ
て
し

ま
う
」
と
反
論
さ
れ
る
。
で

は
、
実
際
に
法
人
税
が
ど
れ

ぐ
ら
い
国
際
競
争
力
に
影
響

を
及
ぼ
す
の
か
。

　

政
府
は
、「
法
人
税
を
下

げ
な
い
と
国
際
競
争
に
勝
て

な
い
」「
企
業
の
負
担
が
多

　

日
本
は
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
属
国
で

あ
る
。
し
か
も
紛
う
か
た
な

き
正
真
正
銘
の
属
国
で
あ

る
。

　

そ
の
紛
れ
も
な
い
証
拠
は

日
米
地
位
協
定
（
日
米
行
政

協
定
）
で
あ
る
。
同
協
定

は
、
米
軍
は
ど
こ
で
も
、
い

つ
で
も
、
全
く
自
由
自
在
に

基
地
を
設
け
る
権
利
、
そ
の

基
地
を
占
領
時
と
全
く
同
様

に
、
ど
ん
な
目
的
に
も
使
用

で
き
る
権
利
を
取
り
決
め
た

の
で
あ
る
。

　

敗
戦
か
ら
６
年
半
、
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
に

よ
っ
て
独
立
を
回
復
す
る
事

に
な
っ
た
が
、
同
時
に
結
ば

れ
た
日
米
安
保
条
約
に
よ
っ

て
米
軍
は
そ
の
ま
ま
居
座

り
、
占
領
下
と
全
く
同
様
に

何
で
も
自
由
勝
手
に
行
動
で

き
る
権
利
を
得
た
。
米
側
の

交
渉
担
当
者
Ｊ
・
Ｆ
・
ダ
レ

ス
は
、
①
日
本
の
全
土
基
地

化
②
在
日
米
軍
基
地
の
自
由

使
用
―
―
が
米
側
の
最
大
の

目
的
だ
っ
た
と
し
、
そ
れ
ど

こ
ろ
か
、
こ
ん
な
特
権
を
与

え
る
政
府
は
主
権
侵
害
を
許

し
た
と
必
ず
攻
撃
さ
れ
る
だ

ろ
う
と
発
言
し
た
。
彼
が
要

求
す
る
巨
大
な
特
権
が
、
明

白
な
主
権
侵
略
で
あ
る
と
彼

自
身
認
識
し
、
あ
え
て
警
告

ま
で
し
た
の
だ
。

　

２
０
０
４
年
８
月
沖
縄
国

際
大
学
の
本
館
ビ
ル
に
、
米

軍
の
大
型
ヘ
リ
が
墜
落
、
爆

発
炎
上
し
た
。
猛
ス
ピ
ー
ド

で
飛
散
し
た
部
品
は
、
辺
り

一
面
を
な
ぎ
倒
し
周
辺
を
破

壊
し
た
。
け
が
人
が
出
な
か

っ
た
の
は
、
奇
跡
中
の
奇
跡

で
あ
っ
た
。
事
故
直
後
、
米

兵
は
塀
を
乗
り
越
え
、
事
故

現
場
の
大
学
構
内
に
な
だ
れ

込
み
、
現
場
を
封
鎖
し
、
日

本
人
警
官
を
排
除
し
、
マ
ス

コ
ミ
の
取
材
を
威
嚇
、
排
除

し
た
。

　

な
ぜ
こ
ん
な
事
が
で
き
る

の
か
。
植
民
地
で
な
け
れ
ば

あ
り
得
な
い
現
実
で
あ
る
。

 

（
つ
づ
く
）

　

多
く
の
国
民
の
願
い
に
反
し
て
強
行
さ
れ
る
米
軍
基
地
の

辺
野
古
移
転
や
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
、
環
太
平
洋
経
済
連
携
協

定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
へ
の
交
渉
参
加
表
明
な
ど
、
日
本
政
府
は
相

変
わ
ら
ず
の
米
国
へ
の
追
従
ぶ
り
を
露
呈
し
て
い
る
。「
思

考
停
止
」
と
も
言
え
る
米
国
一
辺
倒
の
外
交
政
策
の
根
底
に

何
が
あ
る
の
か
。
永
田
悦
夫
顧
問
の
論
考
を
紹
介
す
る
。

す
ぎ
る
」
と
し
て
、
法
人
税

の
５
％
引
き
下
げ
を
決
め

た
。
客
観
的
な
数
字
で
見
れ

は
、
販
売
高
全
体
の
０
・
25

％
だ
。
韓
国
や
中
国
に
負
け

な
い
よ
う
に
日
本
の
企
業
を

応
援
し
な
い
と
い
け
な
い
と

い
う
こ
と
だ
が
、
減
税
分
を

ど
れ
だ
け
価
格
に
反
映
で
き

る
か
と
い
う
と
、
１
０
０
万

円
の
車
の
場
合
、
99
万
７
５

０
０
円
に
値
下
げ
で
き
る
と

　

自
動
車
に
し
ろ
、
電
機
産

業
に
し
ろ
、
日
本
の
も
の
づ

く
り
の
傾
向
と
し
て
、
ド
イ

ツ
の
企
業
に
比
べ
て
利
益
率

が
低
い
と
い
う
の
が
ネ
ッ
ク

に
な
っ
て
い
る
（
07
年
利
益

率
ド
イ
ツ
の
シ
ー
メ
ン
ス
９

・
１
％
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
３
・
４

％
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
５
・
７

「
途
上
国
は
も
っ
と
安
い
賃

金
で
や
っ
て
い
る
」
と
か
、

「
韓
国
・
中
国
は
税
負
担
が

軽
い
」
と
か
、
価
格
の
た
た

き
合
い
で
し
か
競
争
し
て
い

な
い
か
ら
破
滅
す
る
わ
け

だ
。
費
用
削
減
や
税
金
を
納

め
な
い
こ
と
し
か
考
え
て
い

な
い
。
日
本
の
大
企
業
経
営

　

協
会
が
４
月
４
日
の
国
会

行
動
で
要
請
し
た
議
員
は
次

の
通
り
。（
敬
称
略
）

衆
院
〈
自
民
〉
と
か
し
き
な

お
み
、
北
川
知
克
、
中
山
泰

秀
、
大
塚
高
司
、
佐
藤
章
、

原
田
憲
治
、
竹
本
直
一
、

〈
維
新
〉
井
上
英
孝
、
松
浪

健
太
、
遠
藤
敬
、
馬
場
伸

幸
、
西
根
由
佳
、
足
立
康

史
、
木
下
智
彦
、
谷
畑
孝
、

三
宅
博
、
村
上
政
俊
、
西
野

弘
一
、
丸
山
穂
高
、
伊
東
信

久
、〈
公
明
〉
北
側
一
雄
、

佐
藤
茂
樹
、
伊
佐
進
一
、
浮

島
智
子
、
樋
口
尚
也
、〈
共

産
〉
宮
本
岳
志
、〈
生
活
〉

村
上
史
好

参
院
〈
自
民
〉
北
川
イ
ッ
セ

イ
、
谷
川
秀
善
、〈
民
主
〉

梅
村
聡
、
尾
立
源
幸
、
藤
原

正
司
、〈
公
明
〉
石
川
博

崇
、
白
浜
一
良
、〈
共
産
〉

山
下
芳
生

ば
、
日
本
の
全

製
造
業
の
販
売

高
は
４
０
０
兆

円
（
09
年
デ
ー

タ
）
で
あ
り
、

そ
の
な
か
で
経

常
利
益
は
20
兆
円
。
法
人
税

率
が
40
％
な
ら
納
税
額
は
８

兆
円
で
、
法
人
税
率
を
５
％

下
げ
れ
ば
製
造
業
に
１
兆
円

減
税
す
る
こ
と
に
な
る
。

利
益
率
低
い
日
本

　

こ
の
減
税
分
の
１
兆
円

い
う
こ
と
に
過
ぎ
な
い
。
こ

れ
で
本
当
に
「
日
本
の
車
が

２
５
０
０
円
も
安
く
な
っ

た
。
買
い
た
い
」
と
思
う
の

か
。
燃
費
や
安
全
性
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど

で
十
分
取
り
返
せ
る
は
ず

だ
。

％
）。
ど
う
し
て
高
い
値
段

で
も
競
争
力
が
あ
っ
て
売
れ

る
よ
う
に
、
し
っ
か
り
コ
ス

ト
を
か
け
て
労
働
者
に
や
る

気
を
持
た
せ
て
も
の
づ
く
り

を
し
な
い
の
か
。

　

妥
当
な
値
段
で
売
る
と
い

う
ビ
ジ
ネ
ス
を
せ
ず
に
、

者
は
発
想
を
転
換
し
な
い
と

い
け
な
い
。

妥
当
な
負
担
こ
そ

　

資
本
金
10
億
円
以
上
の
ビ

ッ
ク
ビ
ジ
ネ
ス
や
、
ご
く
一

部
の
大
資
産
家
に
、
先
進
国

並
み
の
負
担
を
求
め
て
い
く

こ
と
は
、
決
し
て
お
か
し
く

は
な
い
。
事
業
主
の
社
会
保

険
料
負
担
を
引
き
上
げ
た

り
、
有
価
証
券
な
ど
の
増
税

で
外
国
に
逃
げ
る
と
言
う

が
、
円
を
捨
て
て
、
こ
こ
数

年
で
３
〜
４
割
下
落
し
た
ユ

　

社
保
研
究
部
は
４
月
13

日
、
原
田
丈
司
氏
（
大
阪
大

学
大
学
院
歯
学
研
究
科
口
腔

外
科
第
一
教
室
助
教
）
を
講

師
に
「
歯
科
外
来
診
療
環
境

体
制
加
算
の
施
設
基
準
に
係

る
研
修
会
」
を
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー

ル
で
開
い
た
。
終
了
後
に

は
、
近
畿
厚
生
局
へ
の
届
出

に
必
要
な
修
了
証
を
受
講
者

に
発
行
し
た
。

　

心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
方
法
に
つ
い
て
、
動
画

を
基
に
分
か
り
や
す
く
解
説

し
た
。
歯
科
特
有
の
イ
ン
シ

デ
ン
ト
と
し
て
は
誤
飲
、
誤

嚥
、
迷
入
、
軟
組
織
の
損

傷
、
部
位
や
歯
種
間
違
い
、

衣
服
の
汚
染
を
話
し
、
実
際

の
症
例
を
紹
介
し
た
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
意
識
障
害

で
も
、
ど
ん
な
緊
急
処
置
で

も
初
動
は
同
じ
、
基
本
的
蘇

生
術
さ
え
覚
え
て
お
け
ば
ア

ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク

以
外
、
薬
の
使
用
は
原
則
不

要
と
し
た
。
心
肺
停
止
に
よ

る
脳
損
傷
は
４
分
で
起
き
、

10
分
で
脳
死
に
至
る
こ
と
か

ら
、デ
ン
タ
ル
チ
ェ
ア
上
で
の

心
肺
蘇
生
法
を
紹
介
し
た
。

　

ま
た
気
道
異
物
に
よ
る
窒

息
の
解
除
法
や
歯
科
治
療
時

の
偶
発
症
の
発
生
時
期
、
ア

ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク

の
対
処
法
な
ど
解
説
し
た
。

ー
ロ
、
ド
ル
を
買
う
の
か
を

考
え
れ
ば
、
リ
ア
リ
テ
ィ
ー

の
な
い
話
だ
と
思
う
。
妥
当

な
負
担
こ
そ
求
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

（
つ
づ
く
）

①日本の全製造業販売高
　400兆円

③法人税40％
　納税額８兆円

④法人税率５％減税分
　１兆円

②経常利益
　20兆円

４
・
４
国
会
行
動

要
請
議
員
一
覧

占
領
認
め
た
日
米
地
位
協
定

社
保
研
究
部

顧
問　

永
田　

悦
夫

外来環の届出に必要な研修会開く
緊急時の対応や心肺蘇生を解説

外来環の施設基準の届出に対応した
研修会＝４月13日、Ｍ＆Ｄホール 　

法人税と「国際競争力」の関係

属国
ニッポン

①

販
売
高
の
０
・
25
％
値
下
げ
効
果
に
過
ぎ
な
い

１
０
０
万
の
車
が
99
万
７
５
０
０
円
に
な
る
程
度


